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高機能プロモーターゲノム編集技術の化学生物学的イノベーション 
によるイネ・コムギ・ダイズの種子収量増産に関する開発研究 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人京都大学 中野 雄司 

２ 研究期間：令和３年度～令和５年度（３年間） 

３ 研究目的 
機能獲得型のゲノム編集技術の開発、低ゲノム編集効率の向上化を重要な未解決

課題と考え、バイオテクノロジー技術とケミカルバイオロジー技術を融合させた高

機能プロモーターゲノム編集技術開発を行う。 

４ 研究内容及び実施体制 
① イネにおける高機能プロモーターゲノム編集による遺伝子発現活性化技術の確

立と種子収量増産イネの作出 

イネの第１候補配列に加え第２候補の重複プロモーターゲノム編集を行い、

より遺伝子発現の増大した個体を作出し、種子収量増産活性向上化を進める。 
（国立大学法人京都大学大学院生命科学研究科） 

②コムギにおける高機能プロモーターゲノム編集による遺伝子発現活性化技術の

確立と種子収量増産コムギの作出 

コムギのゲノム編集技術により、複数変異を導入し、遺伝子発現量を 5 倍程

度にまで高めたゲノム編集個体を作出し、種子収量増産活性向上化を進める。 
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構） 

③ダイズにおける高機能プロモーターゲノム編集による遺伝子発現活性化技術の

確立と種子収量増産ダイズの作出 

ダイズの第１候補配列と周辺領域の重複プロモーターゲノム編集を行い、遺

伝子発現量が 3倍以上になる個体の作出と、種子収量増産活性向上化を進める。 
（国立大学法人北海道大学） 

④ゲノム編集効率化化合物の開発 

イネのゲノム 編集効率がコントロールの 300％以上となる化合物を得ること

を目指す。またイネ以外への適用性を検討する。 
（国立大学法人東京大学） 

５ 最終目標 
イネ、コムギ、ダイズにおいて、２重プロモーターゲノム編集を行った株を追加

して作出し、明確に遺伝子発現量が上昇する系統を各作物少なくとも２系統確立

し、これらの系統から種子収量が上昇する系統を少なくとも１系統確立する。また、

ゲノム編集効率が促進された化合物を取得する。 

６ 期待される効果・貢献 
プロモーターゲノム編集技術、ゲノム編集活性化化合物は、新しい特許出願が

可能になり、これらのライセンスを海外の穀物育種企業などに実施許諾するこ

と、有用品種作出の受託作製などの実用化が期待出来る。 

【連絡先  国立大学法人京都大学 大学院生命科学研究科 075-753-6380】 
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